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アラスカ俳句のためのノート
松　井　貴　子
はじめに
1970 年、日本人による海外詠でさえ一般的ではなかった時代に、熱帯地方のハ
ワイで日本のような四季の区分に従って詠まれた英語の俳句作品集と日本語によ
るハワイ歳時記が編集されていた。（註 1）そして、1972 年に北極圏のアラスカ
でもまた、ハワイと同様に、四季の区分に従った英語の俳句集が出版されていた。
（註 2）有季定型の俳句に使われる季語は、日本の古都、京都の気候を基準として
いる。日本とは気候風土が大きく異なるこれらの地域で、どのように季節が認識
され、俳句作品が作られたのか、日本の俳句との同質性や異質性がどのように現
れているか、そこに、どのような普遍性が見いだせるのか、季節認識の本質につ
いて考察するための準備としたい。
１　アラスカの気候風土
1975 年に日本人向けに書かれた概説書には、アラスカの風土が歴史とともに解
説されている。（註 3）収録された多くの写真は、極北の冬の厳しい生活と夏の観
光シーズンの様子が主で、アンカレジが日本発の国際線の重要な寄港地であった
という記述もある。
アラスカを理解するためのキーワードとして挙げられているのが「フロンティ
ア」である。1971 年の統計でアラスカの人口は 31 万 2930 人、面積は約 150 万㎢
（日本の 4 倍強）であった。地理学では 1 平方マイルあたりの人口密度が 6 人以下
の地域をフロンティアとしているという。当時のアラスカは 0.52 人のフロンティ
アである。アラスカの人口の約半数がアンカレジとその周辺に住み、残りの 3 分
の 2 がフェアバンクス、ジュノー、ケチカン、シトカ、キーナイ、コーディアク
の 6 都市、その他は約 250 の小さな町に居住していた。
ここでは、アラスカを 6 地区（南東地区、南部中央地区、内陸地区、西部地区、
南西地区、北極圏地区）に分けて紹介している。
南東地区：多島海と海岸山脈の間の南北にのびる細長い地域で、海と島、細く伸
びるフィヨルド、海岸に迫り海になだれ落ちる氷河などがある。気候が温暖で冬
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でも過ごしやすい。デンマークと同緯度にあり、海岸山脈の脊梁でカナダと接す
る。主要都市は、ジュノー、シトカ、ケチカンなど。各都市は道路ではなくフェ
リーで結ばれている。
南部中央地区：アラスカ山脈の南とキーナイ半島でアラスカの人口の半分以上
が住む。アンカレジ、シュワード、キーナイ、コードヴァ、パーマー、ホーマー、
ヴァルディーズなどの港町があり、アラスカの貿易、商業の要地となっている。ア
ンカレジはヘルシンキと同緯度にあり、平均気温は 1 月が零下 8 度、7 月が 14.4
度で、他の土地に比べると、それほど厳しくない。アンカレジは、計画的に開発
された都市であるという点で他の都市と異なっている。
内陸地区：アラスカ山脈と北のブルックス山脈の間、ユーコン川とその支流（タ
ナナ川など）の流域の広大な地域である。夏と冬の気温差が激しく、夏は 35 度近
く、冬は零下 50 度になる。フェアバンクス以外は小さな町と集落である。
西部地区：アラスカ半島とシュワード半島の間のベーリング海沿岸地域で、冬は
吹雪、夏は冷たい雨と霧に覆われる。ユーコン川河口のデルタは広大な湿原、そ
の他はツンドラの不毛な大地の荒涼とした地域である。ノームの町以外では、漁
船の基地が点在し、先住民がトナカイを追っている。
南西地区：アラスカ半島全域とアリューシャン列島、コーディアク島の東西
3200km に渡る地域で、主要都市は、かつてロシア人が初めて入植したコーディア
クである。アリューシャン列島には火山が多く、また、ソ連との国境が近い。
北極圏地区：ブルックス山脈の北のツンドラ地帯で、北に北極海、東にベーリン
グ海峡（ソ連との国境）があり、アメリカ合衆国の最北の地である。先住民の居
住地域で白熊、狼、カリブーなどの野生動物が多い。夏の 2 ヶ月間が白夜となり、
冬の 2 カ月間は日が昇らない。冬の平均気温は零下 27 度、夏の平均気温は 4 ～ 5
度を超えない寒冷地である。先住民のほとんどが、バローとコツェビュー（コッ
ツビュー）に住む。
また、一般的な日本人を対象として書かれた近年のガイドブック（註 4）でも、
アラスカは、「ラスト・フロンティア」として紹介されている。アラスカの気候に
ついては、5 つの地域別に次のように解説されている。日本からの旅行者に対し
て、夏に日本と同様の夏服で過せることもあるが、同時に、夏でも上着や冬服が
必要な場合があると注意している。
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中南部沿岸：アンカレジを中心とする中南部沿岸は、内陸性気候と海洋性気候
の中間にある。太平洋の黒潮が南を流れ、アラスカ山脈が北部にあって北風を防
いでいるので、比較的温暖で乾燥しており過ごしやすいが、冬は寒く、12 月の平
均最低気温はマイナス 14℃になる。アンカレジと同じくクック入江に面したキー
ナイ半島西側も、比較的温暖だが、プリンス・ウィリアム湾に面した東側は氷河
の影響で海上は夏でもかなり寒い。
中南部内陸：アンカレジから北上していくと、気候は徐々に内陸性になる。ア
ラスカ山脈の南側は、北側にあるフェアバンクスなどと比べれば穏やかである。
アンカレジの北に位置するマタヌスカ渓谷周辺は、この気候と肥沃な土地により、
アラスカ最大の農業地帯になっている。デナリ国立公園は標高が500～ 1000ｍに
あり、天候が変わりやすい。
西南部：西南部にはコディアック島やカトマイ国立公園がある。コディアック
島は太平洋を流れる黒潮の影響で比較的温暖で、7 月の平均気温は 12℃くらいで
あるが、1 月の平均気温は、アラスカでは珍しく氷点下にならないこともある。ま
た、この暖流の影響で非常に雨が多く、年間降水量が 2000mm を超える。アメリ
カでも有数の多雨地帯である。
内陸アラスカ：北極圏に間近いフェアバンクスは、典型的な内陸の気候である。
北のブルックス山脈と南のアラスカ山脈に挟まれた盆地のような地形のため、気
温差が激しい。夏（7 月）の平均最高気温はアンカレジよりも高い 22℃で、暑い
日には 30℃を超える日もあり、アラスカで一番暑い。一方、冬の平均最低気温は
マイナス 27℃とかなり寒い。
バローなど北極圏では、夏でも平均最高気温が 7℃までしか上がらない。気温は
10 月から急に下がり、9 月や 3 月の季節の変わりめには 1 日の気温差が 30℃にな
ることがある。5 月 10 日から 8 月 2 日までの 85 日間は太陽が沈まない白夜とな
り、11 月 18 日から 1 月 24 日までの 68 日間はまったく太陽を見ない夜の季節と
なる。ノーム、コッツビューなど、ベーリング海沿いの町も、バローほどではな
いが同様の気候である。
東南部：ジュノーを中心とする東南アラスカは、降雨量が多く、比較的温暖で
あるが、氷河の海の上は夏でも驚くほど空気が冷たい。冬は 1 月の最も寒いとき
で平均最低気温がマイナス 6℃程度、ジュノーやピーターズバーグでは 11 月中旬
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から 4 月にかけて 250cm 以上の積雪を記録する。
以上の記述は、日本人旅行者が多く訪れる地域については詳しく、ほとんど訪
れない地域については概括的なものになっている。
アラスカの気候は、現地の資料（註 5）では、６つの地域に分けて、次のよう
に説明されている。
Arctic Coast: Summers are brief and cool, with fog, drizzle, rain and occasionally snow. 
Winters have low wind chills and frequent blowing snow. Annual precipitation is quite low.
Bering strait Coast:
 Somewhat warmer and wetter than arctic coast. Extreme winds on 
capes and immediate coast lessen inland where climate is more like interior.
Bering Sea: Oceanic storms bring periodic rain, snow and nearly constant winds of 
moderate to hurricane force. Storms lessen in summer, but fog or low clouds are nearly 
constant.
Interior:
 Summers are warm and dry with localized showers and thunderstorms. Winters 
are drier yet with generally light winds, making the very cold temperatures more bearable.
Southcentral: A transition area between maritime and continental climates. Mountains 
block most ocean moisture but two large avenues(Cook Inlet and Bristol Bay) allow 
moderation.
Pacific Coast: Moist marine air means clouds, precipitation and fog are common, but with 
a relative dry break in early-mid summer. Fall-winter storms bring copious rain, snow and 
wind.
アラスカの地域別の気候については、アメリカと日本の資料によって、次のよ
うにまとめることができるであろう。
バロー、コッツビューのある北極海沿岸 ( 北極圏 ) は、夏が短く、冷涼で、霧
雨、時に雪が降り、白夜となる。冬は、風雪があり非常に寒く、日が昇らない。年
間降水量はごく少ない。アラスカ半島からシュワード半島にかけてのベーリング
海峡沿岸は、北極海沿岸より暖かく、湿気も高い。夏は冷たい霧と雨、冬は吹雪
となる。アリューシャン列島のあるベーリング海は、比較的温暖であるが、非常
に多雨で、海からの風により周期的に風が吹き、雨や雪が降り、夏には霧が出る。
フェアバンクスのある内陸では、夏は温暖で乾燥するが、局地的に、にわか雨や
激しい雷雨が降り、夏冬の気温差が大きい。アンカレジのある南部中央（中南部
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内陸、中南部沿岸）は、海洋性気候と内陸性気候の境目で、比較的温暖であるが、
乾燥しており、冬は寒い。ジュノーのある太平洋沿岸（東南部）では、湿った海
風による霧と雨があり、比較的温暖で多雨である。秋冬の強風が大雨、大雪をも
たらす。
２　アラスカの四季
アラスカの季節ごとの天気は、高気圧と低気圧の位置によって、次のように特
徴づけられる。（註 6）
Balanced high/low(winter): Active lows are kept mostly over the ocean by a cold, 
high pressure dome over the continent. Coastal areas receive heavy frontal and upslope 
precipitation, with light or no precipitation inland.
冬季、活発な低気圧が南部の海上にあり、高気圧が北部の大陸上にあるとき、
沿岸部は前線の影響で豪雨や豪雪、内陸部の降水は少ないか、または、ない。
Blocking high(winter): Strong inland high keeps low pressure systems well to the south 
or west. Very cold air and patchy ice fog holds fast in the interior with strong cold offshore 
winds in the coastal areas, especially where funneled by terrain. One to three week duration 
is typical.
冬季、内陸の高気圧が強く、低気圧が南西部にとどまっているとき、内陸の非
常に強い寒気と氷霧に覆われ、沿岸では海に向かって冷たい強風が吹く。
Dominant low(fall, winter, spring): The jet stream pushes strong lows into the mainland 
along with warm, moist air. Heavy precipitation along windward coasts, moderate 
elsewhere. Windy over a wide area, especially where lows push against the retreating high.
秋季、冬季、春季、低気圧が、暖かい湿った空気とともに偏西風に乗って大陸
の方に移動し、東部沿岸で豪雨や豪雪、他の地域は穏やかだが、全体に風が強い。
Thermal low/ocean high(summer):
 Stagnant weak lows over the warm interior are dotted 
by afternoon showers and thunderstorms. High pressure over the North Pacific leads to 
extensive fog and stratus. Sea breezes blow onshore each afternoon in many coastal areas.
夏季、温暖な内陸部では、弱い低気圧が停滞し、午後、所により、にわか雨や
雷雨がある。高気圧がある太平洋沿岸部には、濃霧と霧雲が拡がり、午後、海風
が陸に向かって吹く。
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このようなアラスカの大地で自然からの採集生活を主にしていた先住民の先住
民の言葉には、季節現象や季節に応じた活動を表わすものが数多くある。そして、
その季節認識は、西洋のものとは異なっていた。
The Western Calendar has a set beginning and end. In the calendars of the indigenous 
people of Alaska, the “beginning of the year” doesn’t always correspond with what we 
in Western society have been taught. This calendar is used to track the cycles the Native 
people use to mark the approximate months or moons.（註 7）
西洋の暦では始まりと終わりが決められているが、先住民の暦では必ずしもそ
うではない。このような先住民の季節認識を示す暦は、1 月から 12 月が連続した
円環状に配置されている。アラスカでの自然に近しい生活で感じる季節認識は、
連環性という点では、このような先住民の季節認識につながる感覚である。
To live off the land and water in Alaska is to follow the ceaseless flow of the seasons, to live 
a life whose rhythms are palpable in the very earth, sea, and sky.（註 8）
アラスカの大地と海からの恵みで生きることは、絶え間なく流れる自然のサイ
クルに身をゆだねることを意味する。野生の動植物、農作物から自然の変化を感
じ取ることが、日々の生活そのものなのである。このような自然を実感すること
に基づく季節認識は、郊外での生活ならではのものである。天気の変化や、雪解
け、日ざしや気温の変化程度であれば、都市でも郊外でも気づくことができ、季
節認識の要素となるが、自然から離れた都市の生活では、カレンダーに基づく季
節認識、暦や行事のような人為的に作られた季節感による季節認識の比重が高く
なる。
アラスカの四季に関する記述は、1975 年の日本での概説書では、ごく少ない。
旅行シーズンとして、夏の 6 ～ 8 月が無難であるが、春の 4、5 月と秋の 9、10 月
が穴場であると述べられている程度である。夏には内陸で猛暑になることもある
が、アラスカ全体に天気がよく、涼しい。春の 5 月は天候もよく暖かい。秋の 9、
10 月も冷え込むことはない。雪は内陸部ですら、10 月中旬以前に降ることはな
い、というのが、春、夏、秋を旅行によい季節とした理由である。「夏の白夜も捨
てがたいが、去り行く冬を送り、迫りくる冬をむかえるアラスカの春秋の風情も
また格別」（註 9）としている。
一般的な日本人を読者対象とした近年のガイドブックで注目されるのは、巻頭
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部分の観光案内が「アラスカの四季を楽しむ」（註 10）と題した季節感を強調した
ものになっていることである。日本とは気候帯が異なるアラスカについても、「北
海道よりはるかに北に位置し、州の 3 分の 1 は北極圏。アラスカは、1 年中雪と
氷に閉ざされた土地—、そうイメージする人が多いのも無理はない。確かに冬は
長く厳しい。でも冬が終われば植物が一斉に芽吹く春が訪れ、輝く緑に覆われる
夏があり、色彩にあふれる秋がある。そのサイクルは驚くほど早い。季節が凝縮
されたアラスカだからこそ、その四季は限りなく美しい。」と、アラスカにも、日
本と同じく四季があると印象づけた上で、アラスカの四季を賛美しているのであ
る。
そして、それぞれの季節について、春は「春分を過ぎ、昼の時間がどんどん長
くなると、春の足音が聞こえてくる。長い雪解けの時間を経て、大地に緑が芽吹
き始めると、すべての生き物の躍動が始まる。」、夏は「州の北半分は白夜、その
ほかの地域も夜の時間は極端に短い。戸外での楽しみは今だけ。ゆっくり人と会
う時間は冬にたっぷりある。人々は山へ、川へ、海へ出かけていく。」、秋は「夏
以上に短いのが秋。夜の時間が長くなり、北の空にオーロラが見えるようになる
と、木々が色づきだす。1 年で最も短い季節は、最も輝く季節でもある。」、冬は
「秋の気配が終わりに近づくのと同じ頃、早くも各地で雪の便りが聞かれる。長い
長い冬の始まり。でもアラスカの人々はたくましい。冬が寒いのはあたりまえ。
冬にしかできないことを楽しむのが、ここに住む人々だ。」と述べている。また、
アンカレジの北にあるデナリ国立公園についても、「デナリの四季」（註 11）とし
て、「デナリ国立公園では、観光シーズンである 6 月から 9 月の間に一気に季節が
駆け抜ける。6 月は春、7 月から 8 月上旬が夏、8 月中旬から秋に変わり、9 月中
旬にはもう冬景色になってしまうのだ。」と解説している。
ここに示されているのは、季節によって、その期間に長短の差があるにしても、
ともかくも、アラスカには春夏秋冬のすべての季節が存在しているという季節認
識である。四季がそれぞれに相応の期間をもって存在する日本での季節認識にな
ぞらえて、アラスカでも四季がとらえられているのである。一般書籍、文芸書で
はない旅行書において、このような季節感が示されていることは、俳人ではない
日本人の感覚によってでも、アラスカの気候に四季を見出し、季節を楽しむこと
ができると考えられているということを意味する。アラスカの気候や生活風土を
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現地で実体験して、そこから、実感として季節を意識することができるならば、
俳句創作につながると期待できる。
３　アラスカでの季節認識
8 月半ばのアンカレジでは、体感温度は必ずしも夏（残暑）ではない。2010 年
8 月 16 日～ 22 日の一週間で、アンカレジの気温は、最高温度が 16 ～ 18℃、最低
気温が 7 ～ 12℃であった。日ざしがあると暑さを感じさせるが、空気はひんやり
している。冷房なしでも過せるが、建物内は冷房されている。夜は暖房を入れて
もよい感じがするが、実際に暖房すると汗をかく。街を歩く人々の服装は、半袖、
短パンもいたが、大半は長袖で薄い上着を着ている。夏らしさを感じさせたのは、
日に輝く青葉であった。これは視覚的な夏である。
酷暑日が続いた日本を離れてアンカレジに到着した日は雨が降っていた。日ざ
しがないのと、日本の夏の感覚が、まだそのまま残っている状態で意識した季語
は「そぞろ寒」であった。翌々日に天気が回復したときには「爽涼」、いずれも夏
の季語ではない。数日を過ごして感じたアラスカの夏に対して自然に意識した季
語は、灼ける、青葉蔭、片蔭、西日、夏、夏の空、夏の雲、夏の日、短夜、夜の
秋であった。アンカレジの西日は強く、時間が長い。緯度が高い分、灼ける感じ
は、日本よりもやわらかい。8 月でも立秋を過ぎれば暦の上では秋であるが、晴
れた日のアラスカ大学アンカレジ校のキャンパスでは、「秋暑し」の季語を使うに
は、まだ暑いと感じられた。
アンカレジに住む人々にとっての 8 月中旬は、夏だけれども秋が近い、もうす
ぐ紅葉して、落葉すると意識される季節であった。雨が降って、寒さを感じてい
ても、まだ夏なのである。雪が解けたら夏であり、紅葉が始まったら夏が終わる
という。10 月半ばに雪が降り、4 月半ばまで雪があるので、秋はごく短く、春は
ほとんどないと、アラスカの四季を認識している。
アラスカ南西部では、7 月半ば、野原にコシカギクの黄緑色の花が咲くと、ベ
リー類が摘み頃になったと認識されている。
Walking up the worn path on a sunny mid-July morning to feed my dogs, I notice pineapple 
weed plants(Matricaria matricariodes) forming their district yellow-green flowering heads. 
This is a sure sign that the first berries of this summer’s season are finally ready for picking. 
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Fresh fruit is a precious commodity here in Southwest Alaska.（註 12）
様々な野生のキノコ類も、春から秋にかけての季節を感じさせるものになって
いる。
From spring through fall, Alaska is covered with mushrooms, some edible, some 
poisonous.（註 13）
他にも、アラスカ南部で身近に楽しめる野生植物には、次のようなものがある。
（註 14）
FIREWEED-This flower hardly qualifies as a weed. The four-petaled flowers grow along 
tall, graceful stalks and bloom bright magenta from the bottom up. Summer is ending 
when the tip of the fireweed blooms. Like almost everything that grows wild here, it has 
medicinal properties and can be eaten. Don’t be surprised if you find a few blossoms tossed 
with your salad.
火跡地雑草は、開墾地や焼跡に生える雑草で、花が咲くと夏の終わりを感じさ
せる。薬効があり、サラダに入れて食用にされる。
FORGET-ME-NOT-The territorial government adopted the wild native forget-me-not as 
the state flower April 29, 1917. Five sky-blue connected  petals ring a white inner circle and 
a yellow center in this small flower. Look for them close to the ground in cooler, partially-
shaped areas from June to late July.
勿忘草は、1917 年にアラスカの州花となっている。6 ～ 7 月に野生の自生種が、
日蔭で涼しい、ひんやりした場所に咲く。勿忘草は、日本では夏の季語になって
いる。アラスカでも夏の季語となって、日本人と共有できる季語となるであろう。
人の眼を楽しませ、季節の変化を感じさせるという点で、これらの野生植物も季
語となり得る。
アラスカ南東部では、農作業を行う大地の変化によって季節の変化が認識され
ている。2 月頃から雪が解けてくると、新たな農作業が始まりを意識する。そし
て、植物の芽の緑色に、春の訪れと冬が終わる喜びを感じている。
Shortly after snowmelt in Southeast, which may be from February on depending on winter 
mildness or harshness, greening sprouts announce the beginning of a new growth cycle, as 
well as relief for my color-starved winter eyes.（註 15）
アラスカでは、豊富な地熱を利用した温室栽培が試みられている。外気温がマ
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イナス 44℃でも温室内を 27℃に保つことができるようになり、トマト、レタス、
苺、ハーブ類などの野菜を無農薬で水耕栽培しているという。（註 16）温室は日
本では冬の季語である。
アラスカの南部では、湿度のある夏の 3 か月間に、家庭菜園でも、野菜や果実
を加温しない温室や露地で栽培することができる。穀物は試験栽培が行われてい
るが、家庭菜園ではまだ難しい。アラスカ以外の地域では冬の作物であるものも、
アラスカでは夏に栽培できる。（註 17）日本との季節のずれを考慮して共有しな
ければならないが、開花や収穫の時期が決まっている農作物、狩猟採集の期間が
決まっている動植物は季語となる。
アラスカの家庭菜園で栽培されているもので、日本と同様に、アラスカでも夏
の植物であるのは、ベリー類（クランベリー、ラズベリー、ブルーベリー）、苺、
ルバーブ、トマト、ピーマン、パプリカ、青唐辛子、ズッキーニ、胡瓜、チャイ
ブ、コリアンダー、スノー・ピー（スナップエンドウ）、シェル・ピー（グリーン
ピース）である。夏に連続する季節の作物、日本では春の作物であるレタス、キャ
ベツ、菠薐草（ほうれん草）、日本では秋の作物である馬鈴薯、赤唐辛子、芽キャ
ベツ、ビーツが、アラスカでは夏の作物となる。そして、夏のアラスカで収穫さ
れる日本の冬の作物には、人参、ブロッコリ、カリフラワーがある。北米では人
参は通年、ブロッコリ、カリフラワーは夏である。アラスカ南部で食用になる動
物には、鮭（日本では秋）、蛤（日本では春）、ヘラジカ（日本では、鹿が秋）が
ある。
これらのなかで、ルバーブについては、特に、次のように記されている。
Would it be an Alaska home without rhubarb? The red-stalked variety we’ve got growing 
next to our south-facing wall started budding out of the soil in mid-April while it was still 
snowing. We should have our first fresh rhubarb pie by mid-May.（註 18）
4 月半ばに残雪の間からルバーブが芽を出していることが、春を感じさせてい
る。食用となる茎が伸びたら収穫し、5 月半ばまでにはルバーブ・パイを味わう。
雪が解けて、束の間の春が過ぎ、夏が来る。ルバーブは、芽吹きから収穫まで、
アラスカの季節の変化を感じさせるものになっているのである。ルバーブ・パイ
は生活の季語となり得る。
アラスカでは、毎月、人々が集まる所で、様々な行事が行われている。（註 19）
77
期日の決まった行事には、人為的に設定された季節感がある。毎年のように定期
的に行われるならば、季語とすることができる。アラスカの季語を採録した歳時
記を編纂するならば、ハワイの歳時記に現地の多くの行事が季語として採用され
ていたように、各地の行事を季語として採用することができるであろう。現在行
われている行事のすべてが、そのまま季語になるわけではないが、歴史的な意味
のあるもの、地域の行事として定着しているものは季語として機能し得る。人為
的に設定された行事は、自然から離れた都市の生活においても、季節を意識する
のに有効である。例年行われてきて、広く親しまれている行事に関わる人々が、
行事を通して季節感覚を実感し、多くの人々と共有することで、季語として機能
し得るのである。現代のアラスカの都市部では、生活に密着した行事や事柄によ
る季節認識が有効となる。
おわりに
アラスカ俳句の作者は、巻頭言で次のように述べている。
This volume is the result of our mutual admiration of the Japanese haiku form in its 
concisely poignant appreciation of nature. As Alaskans, and closely related to the land in 
empathy, we feel that haiku especially lends itself to speak of the essence of Alaska.（註20）
作者は二人とも、俳句の特質を、自然の真価を認め、心から味わい、それを簡
潔な表現でありながら、心に強く訴えるものとしてとらえ、そこに俳句の価値を
見出している。自然の大地と深く結びつき、共感するアラスカ人の眼で俳句を評
価し、俳句によって、アラスカの真髄を表現することができると考えたのである。
また、裏表紙には、次のような短評が記されている。
ALASKA IN HAIKU is the flower of the authors’ affectionate observation of life in Alaska 
and of their love of poetry. Sharing an interest in this shortest of all forms of poetry, they 
found haiku a most gratifying medium to work in. / The reader is invited to follow Mrs. 
Tillon and Dr. Hoopes through the four seasons and share their delight in Alaska. The 
pleasing images, highlighted by delicate drawings, show nature and life in a hopeful, 
reassuring mood.（註 21）
俳句という最も短い詩形によってアラスカを詠んだ、この作品集には、アラス
カと詩作への愛に満ちた精華であるという評価がなされている。アラスカ俳句に
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は、アラスカの四季が詠まれている。読者は、挿絵とともに俳句作品を読み進む
に従って、違和感なく、アラスカの四季を意識し、季節感を共有しながら楽しむ
ことができるのである。
註
註 1　 Morrow, Annette Schaefer. Haiku of Hawaii.
 元山三代松（玉萩）編『ハワイ歳時記』Hawaii Poem Calendar.
1986年にも日系人による日本語の俳句集官約移民百年記念ハワイ詩歌集刊
行委員会（元山玉萩他）編『官約移民百年記念ハワイ詩歌集 DOVE』が出版
されている。
そして、ハワイでの俳句については、次の拙稿で考察した。
松井貴子「ハワイ俳句のためのノート」「外国文学」59 号　2010・3　宇都
宮大学外国文学研究会　75 － 84 頁
松井貴子「俳句の特質と季節認識—多文化への発信」　2010 世界日本語教
育大会 International Conference on Japanese Language Education「多文化の中の
日本語教育と日本研究」論文集 DVD　2010・8　台湾国立政治大学外国語文
学院編　大新書局　No.495
註 2　 Hoopes, David. Tillion, Diana. Alaska in Haiku.
註 3　「アラスカの旅」　文化誌世界の国 20『カナダ・アラスカ』206 － 215 頁参照
註 4　『地球の歩き方　アラスカ 2009 ～ 2010』385 － 386 頁参照
旅行者のための気候と服装に関する情報は、次の HP からも得られる。この
サイトでは、アラスカが、極北、中央、西南、中南、インサイド・パッセー
ジの 5 つに区分されている。
Alaska.
  http://www.alaska-japan.com/index.asp 
註 5　Green, Jim. Alaska’s Climates.
註 6　Green, Jim., “Typical Surface Weather Patterns”, Alaska Cloud & Weather Field 
Guide.
註 7　A Circle of Seasons: an Alaska Native Calendar of Months.
註 8　Emanuel, Richard P.. “Living off the Land.” Alaska Geographic: Living off the 
Land. vol.27 no.4. p.4.
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註 9　「シーズンとホテル」　文化誌世界の国 20『カナダ・アラスカ』211 頁
註 10　『地球の歩き方　アラスカ 2009 ～ 2010』12 － 15 頁
註 11　『地球の歩き方　アラスカ 2009 ～ 2010』197 頁
註 12　Skogen, Roger. “Fresh Alaska Wild Fruit.” Alaska Geographic: Living off the 
Land. vol.27 no.4. p.70.
註 13　“Mushrooms.” Alaska Geographic: Living off the Land. vol.27 no.4 p.75.
註 14　“Native Plants.”, 2010 Official Homer Visitor’s Guide. p.23.
註 15　Biggs, Carol. “Spring Greens.” Alaska Geographic: Living off the Land. vol.27 
no.4. p.92.
註 16　『地球の歩き方　アラスカ 2009 ～ 2010』282 － 283 頁参照
註 17　Little, Jon. “Home Grown.”, 2010 Official Kasilof Guide. p.50,52,55.
註 18　Little, Jon. “Home Grown.”, 2010 Official Kasilof Guide. p.52.
註 19　「アラスカの旅」　文化誌世界の国 20『カナダ・アラスカ』208 － 210、213
－ 214 頁
『地球の歩き方　アラスカ 2009 ～ 2010』250、257、362 頁
Alaska.  http://www.alaska-japan.com/index.asp 
“Calendar of Events.”, 2010 Official Guide to Anchorage. p.16.
“Ongoing Events.”, 2010 Official Guide to Anchorage. p.17.
註 20　Hoopes, David. Tillion, Diana. Alaska in Haiku. 巻頭言
Hoopes は、ジュノー在住の水産生物学者で、1953 年にペンシルヴァニアか
らアラスカ大学に来て学んだ。Tillion は、カリフォルニア生まれの彫刻家で、
アラスカに 31 年間住んでいる。両者とも、1965 年にアラスカ詩人協会賞を
受賞した。
註 21　Hoopes, David. Tillion, Diana. Alaska in Haiku. 裏表紙
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